
ロ

前
号
ロ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
同
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
項
の
規
定
に
よ

る
支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。）の
う
ち
同
号
ロ

本
文
に
該
当
す
る
事
業
主

次
の
当
該

事
業
主
が
同
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
申
請
を
し
た
日

の
属
す
る
事
業
年
度
か
ら
同
号
ロ

本
文
に
該
当
す
る
に
至
る
ま
で
の
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ

当
該
規
定
に
定
め
る
額

ロ

前
号
ロ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
こ
の
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
項
に
よ
る
支
給

を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。）
次
の
当
該
事
業
主
が
前
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
出
生
時

両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
申
請
を
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
か
ら
前
号
ロ

に
該
当
す
る
に

至
る
ま
で
の
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

一
事
業
年
度
以
内

六
十
万
円

一
事
業
年
度
以
内

六
十
万
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
十

五
万
円
）

二
事
業
年
度
以
内

四
十
万
円

二
事
業
年
度
以
内

四
十
万
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十

五
万
円
）

三
事
業
年
度
以
内

二
十
万
円

三
事
業
年
度
以
内

二
十
万
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十

五
万
円
）

ハ

前
号
ロ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
同
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
項
の
規
定
に
よ

る
支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。）の
う
ち
同
号
ロ

た
だ
し
書
に
該
当
す
る
事
業
主

次
の

当
該
事
業
主
が
同
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
申
請
を
し

た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
か
ら
起
算
し
て
同
号
ロ

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
連
続
す
る
二
事
業
年
度
中
の

最
後
の
事
業
年
度
ま
で
の
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（
新
設
）

二
事
業
年
度
以
内

四
十
万
円

三
事
業
年
度
以
内

二
十
万
円

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
三
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
こ
の
項
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
条
の
規
定

に
よ
る
支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。）が
、
同
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援

コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
助
成
金
の
支
給
の
申
請
を
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前

の
事
業
年
度
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
厚
生
労
働
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
表
し
た
も
の
で
あ
る

場
合
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
育
児
休
業
等
の
取
得
の
状
況
を
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
」
と
い
う
。）に

あ
つ
て
は
、
当
該
中
小
企
業
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
イ
に
定
め
る
額
に
加
え
、
二
万
円
を
支
給
す

る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

次
の
い
ず
れ
か
の
割
合

イ

そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
で
あ
つ
て
配
偶
者
が
出
産
し
た
も
の
の
数
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
男
性

労
働
者
で
あ
つ
て
育
児
休
業
を
し
た
も
の
の
数
の
割
合

ロ

そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
で
あ
つ
て
配
偶
者
が
出
産
し
た
も
の
の
数
に
対
す
る
、
そ
の
雇
用
す
る
男

性
労
働
者
で
あ
つ
て
育
児
休
業
を
し
た
も
の
の
数
及
び
子
を
養
育
す
る
男
性
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

が
講
ず
る
育
児
を
目
的
と
し
た
休
暇
制
度
（
育
児
休
業
及
び
育
児
・
介
護
休
業
法
第
十
六
条
の
二
に
規
定

す
る
子
の
看
護
休
暇
を
除
く
。）を
利
用
し
た
も
の
の
数
の
合
計
数
の
割
合

二

そ
の
雇
用
す
る
女
性
労
働
者
で
あ
つ
て
出
産
し
た
も
の
の
数
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
女
性
労
働
者
で
あ

つ
て
育
児
休
業
を
し
た
も
の
の
数
の
割
合

三

そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
の
う
ち
、
育
児
休
業
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
当
該
育
児
休
業
の
取
得
日
数

の
平
均

四

そ
の
雇
用
す
る
女
性
労
働
者
の
う
ち
、
育
児
休
業
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
当
該
育
児
休
業
の
取
得
日
数

の
平
均

６

介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支

給
す
る
も
の
と
す
る
。

５

介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支

給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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